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タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較
─日本語ワープロをめぐる“キーボードアレルギー”言説はなぜ形成されたか─

長澤　直子ⅰ

　本稿では，日本語ワープロ誕生前のタイプライター時代における日米両国でのキーボードの使われ方，捉
えられ方の歴史を追い，その違いを比較することを通して，1980年代の日本に存在した“キーボードアレ
ルギー”言説が形成されることになった歴史的経緯を確認した。米国では，1900年代よりタイプライター
をタッチタイピングで使うための技能習得が学校教育に取り込まれており，年々その被教育者層が拡がり
を見せていたため，キーボードは“気軽に”利用されるものとなり，男女関係なく書字装置として使われ，
広く社会に溶け込んでいた。それゆえ，タイプライターからワープロへの移行は円滑に進んだ。一方日本
では，タイプライターはあくまでも清書機として捉えられ，被教育者層もタイピスト志望者に限られ，そ
の圧倒的多くを女性が占めていた。ワープロへの移行も，日本語ワープロ 1 号機（東芝 JW-10）の入力装
置に直接つながるカナタイプライターの利用者が極めて少なかったため，困難を伴うものとなった。日本
では多くの人に“気軽に”利用されるだけの技能的な下地がなく，広く社会に溶け込むには程遠い状態で
の始まりであったため，このことが後のワープロ開発ならびに利用に影響を与えたと考えられる。

キーワード：キーボードアレルギー言説，タイプライター，ワープロ，キーボード操作技能の社会的浸透

　

はじめに

0 ．1 ．研究の背景
　2020年代の現在，私たちの毎日の生活にはデジタ

ルメディアが欠かせない。スマートフォン（以下，ス

マホ）や PC で文字入力をしない日はないぐらい，暮

らしの中に入り込んでいる。それら入力デバイスの

利用にあたって，私たちは何か困っていることはな

いだろうか。PC のキーボードを使うのに苦労した，

あるいは苦労しているという経験をした人もいるの

ではないだろうか。オフィスワークでは高確率で使

えなければならないだろうが，新入社員が苦労する，

あるいは大学生がレポートや卒論を書く段階で入力

技能が伴わないことに困る現象もみられる。

　PC のキーボードは，操作に習熟できていなけれ

ば困難が伴うインターフェースを有しており，ここ

に問題を抱えると機械そのものの操作にも影響が出

る。中でも，手元を見ずに操作をするタッチタイピ

ングがスムーズにできるとキーボードの操作に気を

取られなくて済むため，手書きより速く入力処理が

できるばかりか，画面（や書類）のみを見て作業が

できる，思考が中断されない，疲労度が少なくなる

などメリットが多く，仕事や学習の上での生産性向

上に寄与する。しかし，初心者にとっては習得が容

易ではない。実際に，近年の日本の学生への調査で

も，キーボード操作が得意だという人は少数派とい

う結果が出ている1）。一方で，米国では得意とする

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）

　　　　　　　　　　　　　　　　�
ⅰ　立命館大学大学院社会学研究科博士後期課程

『立命館産業社会論集』第59巻第 2 号 2023年 9 月



80

学生が多数派だという情報がある2）。この現象は，歴

史的に見ると，近年の若者だけに限ったことではな

かった。PC の前に存在した日本語ワープロ専用機

（以下，日本語ワープロと表記する）が出てきたばか

りの1980年代に“日本ではキーボードを使うことが

苦手な人が多い”と言われていて（図 1 ），“アレル

ギー”とも表現された（図 2 ，図 3 ）。キーボードア

レルギーがあることが作用して手書きが重用される

ことから，OA 機器として FAX が発達してきたとい

う指摘も存在した（『事務と経営』1981年 6 月号：40）。

　本稿ではこの，日本語ワープロ誕生直後の1980年

代に存在した“キーボードアレルギー”言説の形成

へ向けた，歴史的経緯を見ていきたい。詳しくは後

述するが，2020年代の PC で標準的に使われている

キーボードはタイプライター～日本語ワープロから

引き継がれているもので，入力デバイスを通じて見

ればタイプライターの時代から現在までつながって

いる。ゆえに，現在～これからを見るために，過去

に目を向けて分析することから始めていきたい。

　タイプライターや日本語ワープロに関わる技術史

分野の先行研究では，紀田順一郎（1994→2001）や

武田徹（1995）などで，技術的進化を中心とした歴

史が描かれている。その中で文字入力は，かな漢字

変換の辞書が使えるようになったことがゴールだと

結論づけられている。武田（1995）は「キーボード

と聞いただけでも鳥肌が立ち，耳を塞ぎたくなる
─。これが「キーボードアレルギー」だ」（武田徹，

1995：81-82）と説明しているが，入力装置の歴史で

は，こういった現象に対して工夫されたものの中で

も比較的多くの台数が販売された親指シフトキーボ

ード3）の開発が目立った話題として取り上げられて

いた。

　“キーボードアレルギー”について言及のある技術

関係の先行研究では，Gottlieb（1998）が1980年代後

半の日本語ワープロが日本国内で受け入れられてい

く中での消費者の影響を見る際，この現象を“well-

known� ‘keyboard�allergy’�of�the�Japanese”�と表現

し，日本特有のものであることを示している。その

上で，消費者の中でもイノベーターである人々が最

先端を走ることへの肯定意識が“キーボードアレル

ギー”脱却へのエネルギーとなっていたかも知れな

いと指摘している。“アレルギー”は既に存在する解

決のし難い日本特有の現象として捉えられており，

その現象から特徴的な消費者像を浮かび上がらせて

いる。また，Nakayama（2002）は2000年代当初に

おける東アジア圏の人々のインターネット利用の問

題を研究しているが，当時，ブラウザへの URL の

打ち込みが一般的な使い方であったことから，西洋
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図 3 　『日経産業新聞』1982.6.22　19面の記事の一部
（傍線は筆者による）

図 1 　『日経産業新聞』1984.11.28　 6 面の記事の一部
（傍線は筆者による）

図 2 　アンペックス ジャパン（株）のタッチモニター
広告『ビジネス・コミュニケーション』1981年
12月号 p.42（下線は筆者による）



81

の人々と比較して東アジア圏の人々はキーボードの

利用がボトルネックとなっていること，それゆえ携

帯電話でのネット利用が重用されるようになること

などを指摘している。こちらでも“キーボードアレ

ルギー”が解決できないものだと捉えられており，こ

の現象が西洋と東アジア圏の間でのデジタルデバイ

ドを招いていると説いている。加えて，入力装置へ

の習熟度から見れば，日本では手書き・キーボード・

（携帯電話の）キーパッドというデジタルデバイドな

らぬトリバイドが存在するのだとも指摘している。

これらの論考では，日本の人々はキーボードに馴染

めず，ことにそれは2000年に至っても続いていたこ

とが示されているが，そうなれば，日本での文字入

力の問題は辞書が完成したことでゴールとはせず，

使う側の技能にも目を向けるべきであろう。では，技

術と技能を両面から見ての先行研究はどうだろうか。

　技術に隣接するメディア論の分野では，技能に着

目された研究の 1 つに新井克弥（1995）がある。新

井は，マクルーハンをはじめとする欧米のメディア

論者は「用いる＝使いこなす」という立場をとる一

方，日本では入力技能に長けた人ばかりではないた

め，両者が並列して議論されるべきだと指摘してい

る（新井，1995：162-163）。そして欧米では技能に

着目されないことを指摘したのが田辺龍（2018）で，

キットラーの議論において，タイプライタ～ PC の

推移および書くことの変容はあたかも円滑に進行し

た過程であるかのように記述されると指摘している

（田辺，2018：192）。つまり，日本ではキーボードの

操作技能に長けない人がいる一方，欧米では特段問

題がないというのだ。なぜ欧米では「用いる＝使い

こなす」と解釈されたのか，そしてタイプライター

からワープロ・PC への移行が円滑だったのか。言

語が違うからか，タッチタイピングができる人の割

合が違うからか，歴史の長短が違うからか，そうい

った疑問が浮かび上がる。言語の違いについては，使

用される言語が違えばその環境下で独自の文化が築

かれることを Mullaney（2017＝比護，2021）が中国

語タイプライターの事例で示しているが，これは邦

文タイプライターと同じインターフェースによるも

のであり，キーボードを擁するインターフェース上

での話題とは異なるものである。

　このように，日本語入力にまつわる先行研究では

装置を使うためのユーザーの技能は見逃されがちで，

実証性が乏しかった。

　ワープロ利用の技能習得に段階があるとすれば，

（1）文字入力（タイピング）技能（加えて，日本語

では漢字変換の技能），（2）挿入・削除，表作成等の

編集技能，（3）印刷の技能，（4）データ保存および

読み出しの技能，となるだろうが，1980年代当時の

日本で人々が操作に難儀したのは，このうち最も基

本となる（1）の技能で躓いていたことであろう。そ

の理由は，ワープロ誕生の前段階において多くの人

がタッチタイピングの技能を所持していなかったこ

と，どうすればそれが習得できるのかということへ

の理解が進んでいなかったことが一番の泣き所だっ

たのではないだろうか。ゆえに本稿では“アレルギ

ー”を既に存在するものとして捉えるのではなく，泣

き所の追求によって“アレルギー”がなぜ出るよう

になったのかの理由を解明することを試みる。その

ため，（1）の中でも最初にあたるタイピング技能に

焦点を当て，タイプライター時代の利用がワープロ

での（1）にどうつながるのかを見ていきたい。

0 ．2 ．研究の目的と構成
　本稿では，日本語ワープロ誕生直後の1980年代に

存在した“キーボードアレルギー”言説の形成へ向

けた歴史的経緯を確認するため，日本語ワープロが

誕生する前のタイプライターの時代における日米両

国でのキーボードの使われ方，捉えられ方の違いを

比較することを目的とする。その上で，日本でのタ

イプライター～ワープロへの流れが円滑であったか

否かを検討するとともに，米国でタイピングを得意

とする人が多数派であった理由も明らかにしていき

たい。キーボード操作が初心者にとって困難なもの

である以上，教育機会の有無とその内容は重要な検

討要素となろう。ゆえに，キーボード利用に対する
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教育機会と目的および対象者を歴史的に，文献調査

によって見ていくこととする。使用する資料は，日

米両国においてタイプライティングの教育機会があ

った人々の数およびその内容を知ることのできるも

のを基準に収集している。具体的にはタイプライタ

ーおよびワープロに関連する論考の他，日米両国の

国勢調査，学校基本調査等の統計資料，タイプライ

ティングの教材，タイピスト学校の年史等である。

　初めに 1 節では，キーボードと人々との出会いお

よび現在へのつながり，タイプライターの種別につ

いて確認する。 2 節では，利用が先行していた米国

におけるタイプライター利用および教育の歴史を見

ていく。教育が軌道に乗った段階での被教育者層や

その割合についても明らかにする。 3 節では，日本

におけるタイプライター利用および教育の歴史を見

ていく。さらに，日本語ワープロ 1 号機（東芝・

JW-10）に搭載されていたカナ入力に直結するカナ

タイプライターの使われ方と，その被教育者の人数

割合を明らかにする。続く 4 節では，これまでに確

認した内容をもとに日米両国におけるキーボードの

使われ方および捉えられ方を振り返り，日本におけ

るタイプライター～ワープロへの移行について検討

すると共に，米国ではタイピングを得意とする人が

多数派となっていた理由も明らかにする。最後に，ま

とめと今後の展望を述べる。

　なお，本稿においてはタイプライターのみを扱い，

電信は対象としない。また，タッチタイピングが可

能な状態を“タイピングができる”と表現すること

で議論を進めることとする。

1 ．キーボードと人々との出会い

　日本語入力とキーボードの出会いは，1979年に誕

生した日本語ワープロ 1 号機（東芝 JW-10・図 4 ）

で採用された JIS 配列キーボードで，利用のきっか

けはかな漢字変換の辞書開発によって日本語を入力

できるようになったことである。ただし，この機種

ではカナ入力のみの利用であった4）。キー配列の前

身は，英字は1870年代から存在する英文タイプライ

ター（図 5 ），カナ文字は1924年から存在するカナタ

イプライターであった。これらの配列は2020年代現

在に PC で一般的に使われているものと同一である。

ゆえに，キーボードという入力デバイスを媒介すれ

ば，PC の前身がワープロ，ワープロの前身が（英

文タイプライターおよび）カナタイプライターであ

ると解釈でき，今日までつながり続けている。なお，

日本ではこれらの他に，1915年に誕生した漢字を扱

う邦文タイプライター5）も使われていた。こちらは

当初，扱う文字数が約3,000文字であったことからキ

ーボードを使うことは不可能で，活字が一面になら

べられたインターフェースであった（図 6 ）。それゆ

え，漢字かな交じり文を活字化するにはこの装置を

使うしかなく，キーボードを擁したタイプライター

では印字が満足に叶わない事情を抱えていた。

　一方米国では，森田正典・丸山和光（1988）によ

れば，キーボード操作はワープロが登場した頃には

立命館産業社会論集（第59巻第 2 号）

図 4 　東芝 JW-10
https://commons.wikimedia.org/wiki/
File: TOSHIBA_JW-10_keyboard.JPG

図 5 　英文タイプライター
菊武学園（1999）p.11

図 6 　邦文タイプライター
菊武学園　タイプライター博物館収蔵

（筆者撮影）
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「タイプライタの操作として以前からすでに一般社

会に広く普及しており，ハイスクールにおいても必

修科目となっているところが多く，だれでも気軽に

入力でき」という前提が存在し，森田はそれを「社

会的基盤」と表現していた（森田・丸山，1988：3）

（以下これを＜社会的基盤＞と表記する）。同じこと

は，日本語ワープロの普及期に神田泰典（1985）も

指摘していた（神田，1985：147）。彼らは，日本で

人々がキーボードに慣れないことを“配列のせいだ”

として，親指シフトや M 式といった日本語向けの新

たなキーボードを開発していたが，これらが2020年

代現在一般的に使われていないことから見れば，“配

列のせいだ”という技術決定論が成り立たなかった

ことが歴史的に証明されてしまっている。では，米

国ではキーボードが人々からいかに受容されてきた

のだろうか。

2 ．米国におけるタイプライター利用

2 ．1 ．実用の開始から女性の仕事の発展へ
　前節でも触れたように，タイプライターは各国語

に対応したものがあり，その多くはキーボードを擁

したものであった。米国でのタイプライター誕生お

よびキーボード配列の歴史は，安岡孝一・安岡素子

（2008）において詳報されている。それによれば，英

文タイプライターは，当初は新聞に宛先を印字する

機械として開発されたものが徐々に改良され，モー

ルス電信の書き取り目的という用途を経て，個人的

な文書を活字で表すことのできる機械へと変化して

いった。つまり，書字目的として存在するようにな

ったのである。それに伴い，キーの配列も次々と変

化していったが（安岡，2008：20-60），1874年に生

産された『ショールズ・アンド・グリデン・タイプ

ライター』に搭載された QWERTY 配列が，1900年

前後に安定して供給されるようになった。きっかけ

は1893年に設立された持ち株会社の発足で（安岡，

2008：123），この傘下に入ったメーカーから供給さ

れる機種はすべて同じ配列になったことである。

1900年に発売されたベストセラー機『アンダーウッ

ド・タイプライター No.5』もまた同じ配列であった

（安岡，2008：130）。それゆえ，誕生からわずか30年

後には，インターフェースがある程度統一に向かっ

ていたことになる。

　そうしてタイプライターが使われていくようにな

るが，山田尚勇（2014）はその機運が高まっていっ

た理由の一つとして，人びとの入力速度への認識の

変化があったことを挙げている。当初は両手それぞ

れ 1 本の指を用い，鍵盤上から必要な文字を 1 字 1

字拾い読みしながら打鍵する時代が続いたが（山田，

2014：22），その後，カーボン紙の発明によって同時

に数枚の写しが取れる便利さで特段の注目を浴びる

こととなり，さらには1904年に職業的タイピストた

ちの間でタッチタイプ法が発見されたことで，利便

性が徐々に認識されていくこととなった。一般への

受容は，当時毎年開催されることになったタイプ速

度のコンテストとその広報活動が効果的であった

（山田，2014：34）。また山田は，タイプライターが

女性の社会進出を促したことも指摘している。1881

年にニューヨーク市のキリスト教女子青年会

（YWCA）中央支部が 8 名の若い婦人たちに就職の

機会を与える目的で 6 か月コースのタイプ教室を開

設したことが，女性解放と男女平等を獲得すること

を目指して，長期的展望に立って遂行した前進策の

第一歩だった（山田，2014：83）。大規模な養成学校

であったレミントン学校（Remington�School）では

毎年数百人の女性タイピストが誕生していき，彼女

たちは男性事務員たちと同等の賃金を手中にするこ

とができるようになった（山田，2014：84）。そして，

1923年までには，一般に雇用されていたタイピスト

のほとんどが女性になっていた（山田，2014：86）。

　この米国でのタイピストの状況を国勢調査のデー

タからグラフ化すると，図 7 のようになる。当初は

男性の方が多かったものの，そこから30年も経たな

いうちに男女比が逆転し，60年が経過した1920年代

には女性が90% を超えることとなった。人数も，当

初の 7 名から775,000人を超えるなど大幅増となっ

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）
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ている。この状況は，キットラーによっても指摘さ

れている。（Kittler,�1986＝石光，1999→2006：125）。

2 ．2 ．学校教育への導入と被教育者の割合
　社会人向けのタイピスト養成学校が隆盛したこと

は，米国民から，若者に対する費用の掛からないタ

イピング教育が要請されることにつながり，1900年

頃よりハイスクールでのタイピング指導が開始され

るに至った（Beeler,� 1937：63）。その教育内容は当

初芳しくないものであったが，1922年を境に大きく

好転している（Beeler,� 1937：63）。芳しくなかった

理由は教師が教え方の訓練を受ける機会がなかった

ことであったが，私立ビジネス学校での教え方を模

倣する形で教授法が開発され，確立されたことが転

機となった（Beeler,� 1937：65）。どう教えれば技能

が効率よくかつ確実に身につけられるかが理解され

ていなかった頃には，教師が付かずに 2 時限の授業

が展開されていた地域もあったが，やがて，教師が

生徒の指の動きに重点を置いて 1 時限の指導にする

ことで成果が上がることも発見された（Beeler,�

1937：86）。そして，1930年代には個人での使用を目

的とした授業が 1 年間で展開され，職業的な性格の

ものは 2 年目の授業として存在することとなった

（Beeler,�1937：88）。

　1928年の米国教育局の統計によれば，1922年時点

ではハイスクール全生徒の13%（303,535人）がタイ

プの授業を受講していたのが，1928年の時点では

15%（470,949人）に伸びていた（Lynch,� 1931：8）。

タイピストとハイスクールの生徒の両方から，タイ

ピングができる人の数が増加していっていたことに

なる。1930年頃のタイピストおよびタイプを学ぶ生

徒数と当時の全米の人口とを比較すると，単年での

人数比を見れば約 1 % となる6）7）。それまでの累計

の生徒数がいたことを考えればもう少し割合は高く

なるだろうが，この時点で既に，国民100人に 1 人以

上の割合でタイピングができる状況にあった。都市

部に限定すれば数 % に上っていた可能性もある。ハ

イスクールの生徒だけなら，単年度でも10％をゆう

に超えていたことになる。

　また，米国でタイプライターの家庭での使用が飛

躍的に伸びたのは，ポータブルタイプライターの発

明によるところが大きかった（Lynch,�1931：6）。こ

れにより，家庭にタイプライターがあってタイピン

グ技能が伴えば，私信の作成やレポート等の作成に

自宅でタイプライターを利用することが叶うように

なった。ポータブル機によって，タイプライターも

タイピング技能も，暮らしの中に存在するようにな

っていたのだ。

　このような流れを受けて，1930年代に入ると米国

の教育現場では数々のトライアルが行われた。幼稚

立命館産業社会論集（第59巻第 2 号）

図 7 　米国における速記者とタイピストの人数および男女比
（United States Census Bureau, 1940：112, 129より筆者作成）
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園から大学まであらゆる教育現場にタイプライター

が持ち込まれ，どの段階で使わせるのが最も良いか

ということが検証された結果，ハイスクール段階で

の訓練が最も望ましいということが決定づけられた

（山田，2014：96）。トライアルの内容は，同一の教

室にタイプライターのある生徒と手書きの生徒を両

方入れての作業進捗比較や，算数の筆算や地理の白

地図への記入をタイプライターでさせる試みなど多

岐に渡り，男女関係なく使用している（図 8 ）（Wood

他，1932）。タイプライティングの授業はその後，1930

年代後半にはジュニアハイスクールで，あるいは小

学校の一部のクラスでも導入されるようになってい

った（Beeler,�1937：1）。

　この当時の状況を，日本では加茂正一（1923）8）

が次のように説明している。「欧米では，中等程度の

学校に於て，男女ともに，Typewriting の教授を受

けていて，教育のある人は皆 Typist であると言える

位である。勿論職業にしている Typist は別だが，普

通の素人にしても，我国の Typist 位の事は皆やれる

ので，この機械は一に Everyman’s�Machine と言わ

れている位だ」（加茂，1923：5）「原稿を傍において，

それを読みつづけながら打って行く語の数は，一分

間に，三十から三十五9）くらいは楽なものである。

原稿を見ずに，自分で Original を打って行く時は，

一分間に四十ないし五十語は楽である」（加茂，

1923：7）。多少オーバーな表現のように思えるが，当

時の米国での大学進学率が 5 % ～ 6 % 程度であった

ことから推察すれば，米国では大学生ならば皆高度

なタイピング能力を有するといった意味合いだと解

釈してよいだろう。1920～30年代の大学生の男女比

はおおよそ 6 ： 4 であったが（Synder,� 1993：55），

同時期のハイスクール生徒の男女比が 4 ： 6 であっ

たことから見れば（Synder,�1993：83），タイピング

の授業を履修していた生徒に極端な男女差はなかっ

たものと考えられる。

2 ．3 ．教育の内容
　この当時の教育内容を確認するために，北米にお

いて速記・タイプ分野をリードしてきた GREGG

社 10） よ り1938年 に 発 行 さ れ た テ キ ス ト

“TYPEWRITING�TECHNIQUE”を見てみよう。A4

判で全122ページのハードカバーであるこのテキス

トは，装丁もしっかりしている。冒頭の序文では，

“When� the� student� has� learned� to� use� the�

typewriter�with�reasonable�skill�as�a�writing�tool...”

（筆者訳：生徒がタイプライターを筆記具として十分

な技術で使用できるようになれば…）という表現が

あり，書字装置としての活用が意識されていること

が読み取れる。また，“Each� lesson� is�planned� to�

make�the�best�use�of�a�45-minute�practice�period.”

（筆者訳：各レッスンは45分の練習時間を有効活用で

きるように計画されている）との記述から，学校で

の授業が意識されていると考えられる。生徒個別の

レベルに応じて補習のレッスンが利用できるなど，

教師側での柔軟な対応が可能になっている（Smith

他，1938：序）。このように工夫された教材で，教員

の指導の下 1 年間の授業を受講するなら，確実な技

能習得が期待できたであろう。

　内容は，最初に正しい姿勢と座り方，タイプライ

ターの扱い方，用紙の扱い，活字の種類，タッチタ

イプ法で学ぶことなどの説明がある。実技に入ると，

ホームポジション（図 9 ）を打つことから始めて，守

備範囲を増やしながら運指と打鍵（タッチタイプ法）

をマスターし，単語，文章などが打てるように進め

られる。タッチタイプ法でひととおり打鍵できるよ

うになれば，手紙や表，電報，貿易書類などの実務

を想定した書類作成を練習する。後半に入れば， 1

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）

図 8 　 3 年生の教室の様子（Wood 他，1932：Plate 4）
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枚の紙に活字をどのように収めるかというレイアウ

トの概念も加わっている（Smith 他，1938）。

　タッチタイプ法の技能を最初に身につけることで

キーボードのインターフェースに対する拒絶感を取

り除くことができるが，この当時すでにそのノウハ

ウが確立されていたばかりか，手紙での余白の取り

方およびそのフォーマット（パーツの出現順や，タ

イトルを中央に揃えて打つことなど）の基準も確立

されていた。それらを守りつつ速く正確に打つこと

が規範として成立していたと考えられる。ワープロ

のように後から修正できるものではないため，どの

位置から打ち始めるかというレイアウトの概念もと

ても重要であった。

　次に，同じく GREGG より1953年に発行されたテ

キスト“GREGG�TYPING�New�Series”から内容を

確認する。レッスンの順序や内容は1938年当時と大

きく変化していないが，Complete�Course という名

称で，A4判のハードカバー，総ページ数340ページ

に進化している。中身は一部で 2 色刷りになってい

るほか，スピードアップのための練習問題が非常に

充実するなどの変更が見られる。そして手動タイプ

ライターのみならず電動タイプライターにも対応し

ており，改行の操作をキータッチで行えるようにな

った。今日の PC でいうところの Enter キーの操作

はこの時点で発生している（図10）。また，序文から

は，一般の人と職業訓練の人との両方が使えるよう

にという配慮も確認できる11）（Rowe 他，1953）。こ

のように進化のポイントは多数あるが，振り返って

みると，1930年代の時点で規範や教授方法は確立さ

れていたと見てよいだろう。

2 ．4 ．1950年代以降の成熟状況
　タイプライターは，第二次大戦後の1950年代に入

ると以前にも増して利用されるようになっていた。

　たとえば，1950年代の米国において，タイプライ

ターがどれほど便利に合理的に使われていたのを語

っている日本のビジネスマンや学者の言葉が残され

ている。 1 節でも触れた森田正典12）は，1984年の

日経パソコンの取材に対し，海外の会社や役所を訪

問したり，ビジネスの折衝をしたりした経験につい

て，「電話でちょっと連絡しておくだけで会議の時に，

議題とか，向こうの考え方をきちんとタイプした文

書が出てくる。会議が終わってコーヒーを飲んでる

間に，その日に決まった内容をタイプして配るとい

う具合に，ビジネスの効率の良さということを非常

に感じた」と語っている（『日経パソコン』1984.�

4.30：40）。また， 2 節で触れた山田尚勇は，1950年

代の大学院生時代から米国滞在20年近くという長き

にわたり，タイピストを兼ねた秘書のお世話になっ

ていた。当時の状況についての説明として，「わたし

が 1 時間かけて書いた原稿は，論文であれ，事務処

理であれ，手紙であれ，10分か，せいぜい15分でタ

イプをしてくれる。したがって，真っ赤になるまで

それに手を入れては，また打ち直してもらうことが

3 回に及んでも，時間的，経費的，心理的に大した

負担にはならず，それは至極あたりまえの手続きと

考えられていた」と述べている（山田，1985：54）。

　そんな風景が存在した1950年代，米国の大学にお

いては，文科系の課程において毎週提出を求められ

る宿題が10ページを超える長文のレポートとなり，

立命館産業社会論集（第59巻第 2 号）

図 9 　ホームポジションの説明（Smith 他，1938：4）

図10　手動（左）と電動（右）の改行操作
（Rowe 他，1953：4）
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それはタイプされていなければならないルールとな

っていた（山田，2014：95）。当時の大学生たち13）

にとってタイピングは宿題のレポートを執筆するた

めに必須の技能となっており，タイプライターが確

実に書字装置として動作していたのだ。仮に，A4サ

イズ・ダブルスペース14）で10ページのレポートで

あれば，約3,500�words を打つことになる。加茂

（1923）の言うように 1 分間で40�words（秒速で約

3.3打鍵）の技能があれば休みなく打って90分弱だが，

もしも 1 秒に 1 打鍵の速度になると300分近く，つま

り 5 時間程度を要することになる。キットラーは，タ

イプライターでの印字スピードがペンでの書字の 3

分の 1 で終了すると述べていたが（Kittler,�1986＝石

光，1999→2006：140），タイプライター同士でも技

能レベルによっては 3 倍以上の違いが出る。速けれ

ば速いほど自分の時間が増えることになり，作業も

楽になるため，合理的な利用目的が存在することに

なる。学生たちが技能レベルの向上に必死になるの

も頷ける。

　ただし，画面上での編集ができないとあれば，一

度の作業で完成に至るとは考えにくい。ミスタイプ

の修正もさることながら，挿入や削除などの作業は，

一度タイプしたものに対して校正を入れて再度仕上

げのタイプをするという手順が考えられよう。この

ことについて GREGG の教材を見ると，一度タイプ

したものに手書きで校正を入れたものを見ながら再

度打つような練習教材（図11）が存在した。これは

後のワープロや今日の PC での作業では挿入や削除

といった編集の概念に相当するが，当時は校正記号

の入った原稿を見ながら清書のために再度打つとい

う技能も必要とされていた。

3 ．日本におけるタイプライター利用

　前節にて，米国では装置が便利に進化したのと並

行して使い手の技能も上昇し，有技能者の割合も増

していったことが確認できた。では，その頃日本で

は，タイプライターやキーボードがどのように受容

されていたのだろうか。

3 ．1 ．実用の開始とその目的
　日本では，漢字を中心とした日本語を活字化する

目的で，1915（大正4）年に，3,000以上の活字が一

面に並べられた邦文タイプライター（図 6 ）が誕生

した。このインターフェースへの対応は，小松由美

（2008）によれば「日本独特の邦文タイプライターの

タイピング・スキルは高熟練が必要とされ，ある程

度の時間をかけ，教育を受けて身につけるものであ

り，まさに「特殊技能」であった」（小松，2008：106）

と指摘されている。加えて，タイピストは技術的な

熟練を要する仕事であったことから，他の女性の職

業に比べて高給が得られること，座ってできる知的

で専門的な技術職であったことなどから，当時の女

性の仕事としては非常に人気が高かった（小松，

2008：111）。

　また，この頃に誕生した職業婦人の中にはタイピ

ストが含まれており，原克（2014）によれば，その

様子は「未だかつて存在したことのない，きわめて

モダンな社会集団だった」（原，2014：1）と表現さ

れていた。19世紀の労働者の規範的モデルが肉体労

働者であったのに対し，20世紀にはそれが男性であ

ればサラリーマン，女性であれば職業婦人（ビジネ

スガール）となり，いずれも知的労働者へと転換し，

後にOLと呼ばれる女性の誕生でもあった（原，2014：

1-2）。

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）

図11　校正記号を含む教材の例（Rowe 他，1953：280）
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　このように，始まりは日米どちらも同時期で，ど

ちらも女性の仕事として定着していっている。キー

ボードの操作と一面に3,000文字以上が並べられた

活字盤への対応では，記憶負担を考えれば前者の方

が易しいが，だからと言って一般に“米国に生まれ

れば自動的にキーボードが打てた”わけではなく，前

節で確認したとおり米国では年単位での学校教育が

用意されていたことでタイピングができる人が徐々

に増えていった。では日本での教育はこの頃，どう

いった層に対してどのような目的で行われていたの

だろう。

3 ．2 ．日本での戦前のタイピング教育
　日本での初めての英文タイプ講習は1904（明治37）

年の日本女子商業学校での夏期講習会で，本格的な

指導開始は1906（明治39）年の早稲田大学商科 3 年，

1915（大正4）年の京都の平安高等女学校高等科であ

った（小松，2008：109）15）。一般の人への指導の始

まりは，1920（大正9）年に東京 YWCA がタイプラ

イティング教育を導入したことであった。英文はあ

くまでも外国語であることから，学生であればやが

て海外との通商などに携わる可能性がある人へ向け

てか，あるいはやがてタイピストを目指す人向けの

教育が提供されていたと考えられる。一方邦文タイ

プライターでは，機械が発明されて製造されるよう

になったものの，印字のための技能が極めて高度で

あるため使える人がいないと意味がないということ

で，日本タイプライター株式会社が併設した日本タ

イピスト女学校によってタイピストが養成され，タ

イプライターとセット販売されるようになって初め

て軌道に乗るようになった（小松，2008：108）。

3 ．2 ．1 ．邦文タイプ教育
　その後の邦文タイプライターの操作技能教育は，

タイピスト学校でも行われるようになった。新聞紙

面では，1910年代より生徒募集の広告が確認できる

（『読売新聞』1912.1.28朝刊： 4 面他）。

　1920年代（大正期）のテキストからその教育内容

を確認すると，冒頭でタイプライターの起源などの

概説およびタイピストの心得が説明され，次にタイ

プライターの種類や仕組み，手入れの方法を学び，文

字の配置の記憶から熟語の表現へと移っている。そ

の後は，使われる文字種の少ない書類としてはがき

や封書の表書きを練習するほか，依頼状，通知状，照

会状，注文状，請求状などの商業文書の作成練習へ

入っていく。レベルアップすると契約書，借用書，内

容証明書，印鑑証明願，特許申請書，保険証書など

の難しい書類作成を練習する（渡部久子，1929）。手

元を見るか見ないかの違いはあるが，米国のタイピ

ングテキストと構成は変わらない。

3 ．2 ．2 ．英文タイプ教育
　英文タイピストの養成も，タイピスト学校が担っ

ていた。

　前出の加茂正一が著した1920年代（大正期）のテ

キストにて教育内容を確認すると，冒頭の序文でタ

イピングの習得について次のように述べている。「此

の書物は，タイプライターの知識と練習とを，最も

日本人に適するように書いたものである」「タイプラ

イティングはやさしい，従って又，大雙むづかしい。

其の機械が，誰にでも扱える程のやさしいものであ

るだけに，初めから勝手な扱方をして，そのままに

固まってしまい，結局便利な機械の，ほんとうの便

利さを知らずに済ましている人達が，著者の周囲，に

もかなり沢山いる」（加茂，1923：序）。つまり，自

己流ではタッチタイプ法は習得できず，結果的に便

利さが享受できないという指南である。

　本編に入ると，指の分担，キーボードへの指の置

き方から始まり，活字の種類や機械の仕組み，手入

れの方法を学んだ上で，タッチタイプ法での運指法

や打鍵の仕方を学び，文章をタイプしてスピードア

ップを図るという順になっている。その後に商用書

簡や表の作り方を学んでいく（加茂，1923）。1920年

代（大正期）の時点で既にタッチタイプ法の指導が

徹底されており，米国も日本も指導内容に変わりは

ない。注目するべきことは，日本語の単語やフレー

立命館産業社会論集（第59巻第 2 号）
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ズをローマ字で表現する練習が含まれていることで

（図12），これは現在のローマ字入力につながるもの

である。

　しかし残念なことに，小松（2008）が指摘してい

るように，邦文も英文も，日本ではタイプライター

が中等教育機関における基礎的な教育として導入さ

れることは皆無に等しかった。邦文タイプライター

のインターフェースが書字に向かないこともあり，

タイピスト学校での教育はタイピスト養成，つまり

手書き原稿の清書目的に終始していた。米国ではタ

イプライターが書字装置として使われ，タイプライ

ティングが学校教育にも取り込まれていたことから

見れば，ここが決定的に異なる点となる。

3 ．3 ．日本での戦後のタイピング教育
　戦後の日本では，戦前からの流れでタイピストが

女性にとっての人気の職業であり続けていた。ただ

しそれはあくまでも手書き原稿の清書であったり，

伝票類をカタカナでタイプしてカーボン紙による複

写を取ったりするような仕事が中心であり，タイプ

ライターで言葉を紡ぐ域には到達しない。女性中心

の仕事としてのタイピスト養成は，この時期も主に

タイピスト学校で行われていた。

3 ．3 ．1 ．戦後のタイピスト学校
　戦後の日本では，義務教育を終えた後に各種学校

で技能を習得して就職するというスタイルが一般的

となり，タイピスト学校もその選択肢のひとつであ

った。1960年代では主に中卒の女性が通う学校とい

う位置づけとなっていた。愛知県にあった菊武学園

菊武タイピスト女学院では，1964（昭和39）年 4 月

5 日付の中部日本新聞市民版の記事に「タイピスト

学院の生徒はせいぜい五十人どまりが普通だが，こ

の学院は新入生が七百二十人で，在校生の千二百人

と合わせると二千人近くなる」という記述があり，大

変人気が高かったことが記録されている（菊武学園，

1978：20）。

　菊武学園の高等課程商業科（中卒コース）の教育

課程の変遷を見ると，1948（昭和23）年の設立当初

には邦文タイプ科にて邦文タイプ，欧文タイプ科に

おいて欧文タイプに関する教育が行われるのみであ

ったのが，1953（昭和28）年度には和英文タイプに

加えてその原理，そして国語・英語・社会といった

一般教科，簿記や珠算，商業英語などに範囲が拡げ

られている。その後は，年を追うごとに内容が充実

し，音楽や茶道，華道，職業倫理，ファイリング，エ

チケットといった内容も加えられて行き，会社員と

して働くための教養と技能を一度に身につけられる

ようなカリキュラムになっていった。ただし，カナ

タイプは1959（昭和34）年度に新設された高等科 2

か年課程で初めて出現し，1970（昭和45）年度の段

階で消滅している。タイプライターの原理は分解の

実習によって理解に努められていた。ただ打つだけ，

レイアウトを整えるだけの学習ではなく，機械をト

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）

図12　ローマ字での練習（加茂，1923：58）

図13　1964（昭和39）年 4 月の菊武タイピスト女学院
入学式（720名）（菊武学園，1978：20）



90

ータルで扱う清書のプロが養成されていた。

　入学者の多さは，東京都の富士タイピスト専門学

校からも確認できる。1981（昭和56）年の入学式の

写真から，大きなホールの 3 階席まですべて埋まる

ほどの人数が写真に納まり，大変な人気であったこ

とがわかる（図14）。1960年代当時の人気は1980年代

に至っても衰えていなかったが，この頃には主に高

卒の女性が通う学校になっており，同校には大学部

というコースが存在した（『とらばーゆ』1981.7.31

号：29）。被教育者の層が中卒から高卒へ移ってはい

るが，米国のように大学を卒業して将来専門的な仕

事に就き，自ら意思決定をして文章を書く層とは異

なる。

3 ．3 ．2 ．高等学校商業科
　次に，戦後の高等学校商業科で実施されていたタ

イプ教育について，遠藤耕二（2018）を元に確認す

る。学習指導要領では1950（昭和25）年より「タイ

プライティング」が設置され，それが1956（昭和31）

年の改定で和文タイプライティング・英文タイプラ

イティングに分かれている。このうち和文では，「こ

の科目は特に女子に適する科目である」ということ

が明確に示されていた（文部省，1956：31）。ただし，

カナタイプは設置されていなかったことに留意して

おきたい。次の改定は1970（昭和45）年であったが，

このタイミングではプログラミングが入ってくるも

のの，タイプライティングの 2 科目は変わりがない。

その次に改定されたのは1978（昭和53）年で，この

時には和文・英文の区別のないタイプライティング

へ一本化されている。そして，タイプライティング

が消失したのは，1989（平成元）年の改定時であっ

た。このタイミングでは日本語ワープロが誕生して

10年が経過していたため，消失も頷ける。

　ただし，商業科の生徒全員がタイプライティング

の授業を履修していたかと言えば答えは否であろう。

タイプライターは台数に限りがあり，タイピストが

女性の仕事として定着していたことから，女子向き

といった注釈が付けられていた可能性もある。また，

タイピスト学校と比較すれば，単元の数が大幅に少

なかったであろう。

3 ．4 ． カナタイプの事務での活用と，ワープロ開
発への影響

　前項までで見てきたように，カナタイプライター

はタイピスト学校でもほとんど扱われておらず，高

校商業科のカリキュラムにも入っていなかった。そ

のような中，カナタイプライターによる事務処理に

ついて菊武学園（1999）は，伝票や領収書の作成に

用いられていたと述べている（菊武学園，1999：25）。

一例をあげれば東芝は，企業の会計伝票の処理にお

いて，カナタイプライターの数字キーを叩いて数値

を与えると計算機に伝えられ，計算機が指定された

演算を行って答えをカウンターに表示し，それをオ

ペレーターが読み取って再びタイプする仕組みの半

自動型装置を，他社と比較して安価で提供していた

（図15）（吉野英一郎，1964）。

　こういった事例を含め，ワンライティング・シス

テム16）による事務処理でカナタイプライターが利

立命館産業社会論集（第59巻第 2 号）

図14　1981（昭和56）年の富士タイピスト専門学校入
学式（富士国際ビジネス専門学校：2022）

図15　東芝タイプライター（左）とアドックス加算器
（吉野，1964：98）
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用されていたと考えれば，タイピストではなく一般

的な事務の仕事をする人がタイプライターを操って

いたと解釈できる。菊武学園でも，ニーズがあった

ことからカナタイプが1959（昭和34）年度に扱われ

始めたことが納得できる。東芝の開発者であった森

健一は，ワープロで使用するキーボードを決定する

にあたり JIS 配列を選択した理由として，「JIS

（旧）17）のキー配列をもったかなタイプやコンピュ

ーターの端末がすでに数十万台も普及していた。こ

のことから，キーボード配列は標準化されたものを

採用することが望ましい」（森健一・八木橋利昭，

1989：44）と判断したと，後に語っている。コンピ

ューターとはオフィスコンピューターのことを指し

ており，1960年頃より大企業を中心として給与や経

理，在庫管理などの計算機として使われてきたもの

である（浜田俊三，1977：46）。このマシンで使われ

ていたのも JIS 配列キーボードであり，一般の事務

担当者がオペレーションを担っていた（浜田，

1977：47）。ここから事務職がキーボードを操作する

という発想に至ったと考えられるが，浜田も指摘す

るとおり，事務職はタイピストと同等のスキルを持

たないため，限定的なキー操作で運用されていた。

　この流れで，後に誕生する東芝の日本語ワープロ

1 号機（JW-10）においてローマ字入力ではなくカ

ナ入力が採用された。しかし，事務職がオペレータ

ーを兼務することに対する問題解決の象徴的な出来

事として，JW-10が製品化されるにあたっての次の

ようなエピソードがある。開発者たちとっては，事

業部長へのプレゼンテーションが難関となっており，

「君たちは日本語ワープロと言っているものを日本

人だれにでも使ってもらおうと思っている。そうい

うのは間違っているのではないか。邦文タイピスト

という人がいるではないか。日本に十万人いるのが

分かっている。どうしてそこから市場開拓をやらな

いのか。その人に向いた日本語ワープロを作らない

のか。いきなり一般の人たちを相手に事務所にもち

こもうとするのは，アプローチとしてまちがってい

るのではないか」（森健一，1990：21）と，キーボー

ドによるかな漢字変換システムのワープロに反対意

見をされたのだ。それに対してどう説得するかを考

えた際，一般事務職の若い女性を選んでテスト操作

を実施し，「この人が自分で清書するより速く打てた

ら信用していただけますか」（森，1990：22）と持ち

掛けた。この最終テストで女性事務職員がスムーズ

に操作し「面白い機械ですね。ひらがなが漢字交じ

りに変わるんですもの」（NHK プロジェクト X 制作

班，2003：155）と発言したことが，製品化へ向かう

決定打となった。テストの操作員にタイピストでは

なく事務職を選んだのは，日本国内の事務職の間に

カナタイプやオフィスコンピューターを用いる状況

があったからで，それでこそ説得力があると考えら

れたからであろう。

　ただし，これにはさらなる舞台裏があった。この

事務職の若い女性には「 2 ヵ月ほど彼女にいわゆる

タイプ学校に行ってもらって，とにかくかな鍵盤が

打てるようになってもらった」（森，1990：22）とい

うのだ。つまり，日本語ワープロの開発者たちにと

っては，手で書くより速く効率よく打てるものに加

えて，操作が（和文タイプライターと比較して）難

しくなく，より多くの人に使ってもらうことで市場

を獲得することが目的だったが，その裏で，キーボ

ードをスムーズに操作するためには訓練が必要であ

ることを認識していたのだ。

　かな入力採用の経緯は合点が行くものの，日本語

ワープロの誕生と同時に実際それをどれだけの人た

ちが活用できたかと考えれば，この舞台裏が存在し

たことも含めて疑問が残る。菊武タイピスト学校で

もカナタイプの講座は約10年間のみで閉講されてい

たが，和文や英文と比較してニーズが低かったから

閉講されたと考えるのが妥当であろう。そして，キ

ーボードを操作するのはいずれにせよ補助的な仕事

をする層，ことに女性が想定されている。

3 ．5 ．被教育者の割合－僅少だった経験者数
　これまで見てきた様子からは，戦後の日本でのタ

イピング教育は栄華を極めて，多くの生徒が学んで

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）
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きたように見える。しかし，国民全体から見れば，和

文・英文・カナの 3 種類いずれかであったとしても，

被教育者は本当に微々たる割合であった。文部省に

よって統計が取られていた『学校基本調査』を元に，

教育機関として英文・和文のタイピングが扱われて

いたタイピスト学校（各種学校），専修学校（専門学

校），ならびに高校商業科の生徒すべての人数と，国

勢調査で明らかにされている速記者・タイピストの

人数を合わせて全人口から見た割合を出すと，1950

年で0.2%，1960年で0.6%，1970年で0.7%，1980年で

0.5% であった。図16は，この中で国勢調査のデータ

を除いた高校商業科およびタイピスト学校の生徒数

を全人口から見た比率である18）。

　右の軸は，最大が100% ではなく， 1 % であるこ

とに注目していただきたい。最大ピーク時でも100人

に 1 人には至らなかったのだ。もちろん，技能を持

つ人が累計されていけば 1 % を超えた可能性はある

が，その中からカナタイプだけを取り出すと，さら

に微々たる数となってしまう19）。

　また，日本語ワープロの誕生時期である1979年は，

学習者数の最大ピーク時から約15年の年月が経過し

ていた。加えて，高校生の全生徒数から見た商業科

の生徒数は，せいぜい10% 台にとどまっている。仮

に，これらの被教育者以外に一般事務職の人がカナ

タイプライターやオフィスコンピューターを利用し

ていたとしても，伝票にカナ文字を打ち込むとなれ

ば，取引先の名称や商品名，金額などの限られた文

字が打ち込まれるだけであり，それで言葉を紡いで

いたかと言われれば否である。米国でタイピングが

できる人の二世や三世が生まれていた頃，日本では

ワープロ使用へ直接つながる技能として，カナタイ

プで言葉を紡ぐことのできる人はほとんど存在しな

かったのである。それでも東芝のエンジニア達が入

力インターフェースとしてキーボードを採用したの

は，日本語ワープロがやがて書字装置して使われる

ようになることを睨み，操作技能は必要に応じて身

につけられていくと解釈していたからだ。

4 ．“キーボードアレルギー”言説の 
形成へ向けた歴史的経緯

　ここまで確認してきた日米両国におけるキーボー

ド利用の歴史を振り返り，1980年代に存在した“キ

ーボードアレルギー”言説の形成へ向けた経緯を確

立命館産業社会論集（第59巻第 2 号）

図16　英文タイプを学んだ可能性がある高校商業科・タイピスト学校の生徒数と，国民全人口との比率
（文部省『学校基本調査』より筆者作成）
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認しよう。

4 ．1 ． 日米両国におけるキーボードの使われ方，捉
えられ方の違い

　1900年代当初の米国における動きは，後につなが

ることのすべてに対して幸運であったと言える。キ

ーボード 1 打鍵で 1 字が打てる単純な仕組みであっ

たこと，職業タイピストがキーボードをタッチタイ

プ法で能率よく打てることを発見したこと，それが

学校教育（ハイスクール等）に取り込まれたこと，こ

れらすべてが揃わなければ後の＜社会的基盤＞の構

築はあり得なかった。さらにこれが学校教育へ取り

入れられたことが，タイプライターの利用目的を清

書から書字中心へ転換したと考えてよいだろう。ハ

イスクールでの被教育者層は進学希望者が中心であ

り，後に大学でタイプライターを効率よく使って長

文を短時間で書けるようになることが目的とされた。

見方を変えれば，これは技能養成ではなくリテラシ

ーの醸成であったと考えられる。つまり，教育その

ものは技能を授けるプロセスとして行われるものを

生徒がリテラシーと解釈し，目的とモチベーション

が非常に合理性の高いものとなった。学校教育の対

象者は後に低学年化していき，男女に関係なく学ん

でいた。

　一方日本では，田辺（2018）の指摘にもあるよう

に，邦文タイプライターの持つインターフェースが

書字に向かないものであったことも影響し，タイプ

ライターといえば手書き原稿を清書するものという

捉え方が一般的となった。英文やカナなどキーボー

ドを擁するタイプライターも使われてはいたが，い

ずれも書字が目的とはされず，手書き原稿の清書や

伝票作成といったビジネス用途が中心となった。ゆ

えに，タイピスト養成の教育もビジネスへの対応が

中心で，第三者からの依頼を受けて正確で速い作業

ができる人の輩出が目的とされた。教育が行われた

のもタイピスト学校が中心であり，その生徒は極端

に女子に偏っていた。そして，国民全体から見た人

数もごくわずかであった。このことが，タイプライ

ターからワープロへの移行にも影響を与えた。

4 ．2 ． キーボード操作技能面から見た，タイプか
らワープロへの移行の違い

　米国では，ワープロが使われ出した1970年代には

＜社会的基盤＞が完成していた。ゆえに，タイプラ

イターで紙に直接打っていたものがディスプレイ上

で修正および編集作業をできるようになっても特段

問題は生じず，むしろ，より便利なものとなった。

　一方日本では，日本語ワープロ 1 号機（東芝

JW-10）に搭載されていたカナ入力に直結する技能

であるカナタイプの利用者がごく少なく，非常に難

航した出だしであったと考えられる。本稿の冒頭で

示したワープロ利用の技能習得段階（1）～（4）のう

ち，（1）を既に習得済みの人が多い状況であれば，機

械の導入を採用する組織側はハードルが低くなる。

使う側も（2）以降に注力できるため，利用にあたっ

ての障壁が少なくて済む。これが米国での状況だが，

日本では（1）の段階で躓いていたことになる。そう

なると，メーカーはいくらいいものを作っても使い

手がいなければ使ってもらえない。ゆえに，東芝に

追随したメーカーの半数以上は，利用者である和文

タイピストの技能互換および直近の売上を優先する

ためにキーボードを採用せず，和文タイプと同配列

のペンタブレットを採用した（石井淳蔵・石原武政，

1998：256）。これなら，和文タイピストの持つ技能

により，すぐに使ってもらえると考えたからだ。し

かし，東芝や富士通などがキーボードを優先した理

由は，先を見据えていたからであった。東芝は，や

がてダウンサイジングや通信に対応していくために

は，キーボードでなければならないと考えており，そ

れが日本語ワープロの当初よりの開発コンセプトで

あったからだ（森・八木橋，1989：11）。あくまでも

書字装置として使われることを想定していたからで

ある。
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4 ．3 ． 米国でタイピングを得意とする人が多数派
であった理由

　大前提として，タイピング技能習得のためのシス

テムが学校教育に入り込み，日本と比較して多くの

生徒がそれを受講していたことがあるだろう。加え

て，それが発祥し確立された時代背景も見逃すこと

ができない。1900年代に使われていたタイプライタ

ーは手動式のもので，一度印字したら修正が利かな

いものであった。ゆえに，間違いなく技能を習得す

るための練習が厳しいもので，かつ， 1 ～ 2 年と長

期間に渡るものであった。そのノウハウが次世代，

次々世代へと引き継がれていったとすれば，緩くは

なく厳しいノウハウが伝達されていったと考えられ

る。そうして世代を超えて伝達されることにより使

える人が増えて，＜社会的基盤＞が形成された。

　そして，米国での使い手の状況は2000年代にもし

っかりと引き継がれている。Logan（2011）によれ

ば，約800名の大学生に対して調査をしたところ，平

均入力速度が68語／分という，かつてのタイピスト

に匹敵する高速なものであった20）。キーボード操作

の正式な訓練を受けた学生は，平均して10歳より約

44週に渡って学んでいた（Logan,�2011：6）。1930年

代後半の時点でハイスクールからジュニアハイスク

ールへ移行し始めていた講座が，約80年後には小学

校に移っている。大学で，そして書くためにタイピ

ングが必要だという文化は，脈々と受け継がれてき

たのだ。

4 ．4 ． 日本で“アレルギー”言説形成に向かった
理由

　日本の人々がキーボードに対して“アレルギーを

起こしている”と言われていたのは，米国の人々の

多くがタイピングを得意とすることの裏返しであっ

た。それは，日本の人々の多くがワープロに触れる

前にカナのタイピング技能を有していなかったこと，

良質な操作方法を学ぶ機会に恵まれなかったことに

加え，キーボード操作の習得が簡単なものだと誤解

されていたことにも因るものであったと考えられる。

　日本で人々が日本語ワープロと出会った1980年代

には“米国に生まれたら自然とタイピングができる”

わけではないが，“米国に生まれたら 1 年かけてタイ

ピングを仕込まれる”ようになっていた。しかし，当

時の日本では“仕込まれる”部分のプロセスが見え

ないため，前者のように解釈されたのではないだろ

うか。たとえば，1976年に全日本能率連盟人間能力

開発センターが示した未来の日本語電子タイプライ

ターの提案では「特別の訓練を要しない」ことが基

本システムとされていた（全日本能率連盟人間能力

開発センター，1976：序）。この発想から行けば，“米

国の人は自然とタイピングができているのだから，

日本の人だって特別な訓練がなくても触っているう

ちに使えるようになる”という解釈につながる。し

かし，初めて触る人にとってはそれがどのぐらいの

期間，どういう風に触っていれば使えるようになる

のかが見えない。ごく短期間でと解釈された場合，う

まくいかなくてイライラし，嫌いになるという末路

を辿る。これが，日本で人々がキーボードに対して

抱いていた嫌悪感のひとつであると考えられる。

　仮に“タイピスト学校に習いに行けばよい”とい

う情報があっても，授業料がかかる。あるいは，タ

イピスト学校はプロのタイピスト養成が目的である

ため，目的が違いすぎると解釈された可能性もある。

加えて，1980年代の日本語ワープロは，2020年代現

在の PC ほどは統一性がなかった。自身が使うマシ

ンの使い方を教えてくれる教育機関が身近に存在し

なかったかも知れない。かつての米国のタイプライ

ターのように，どこで学んでも同じ配列で使える技

能が習得できたのとは訳が違ったのである。

5 ．おわりに

　本稿では，タイプライター時代におけるキーボー

ド利用の日米比較を通して操作技能面から見たタイ

プライターからワープロへの移行を検証し，日本語

ワープロ誕生直後の1980年代に存在した“キーボー

ドアレルギー”言説の形成へ向けた歴史的経緯を明
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らかにした。かな漢字変換の辞書を存分に活用する

ためのキーボード操作技能に着目すると，米国での

受容と比較した際，日本では多くの人に“気軽に”

使われるだけの下地がない状態での始まりであった

ことから，日本語入力の問題は辞書の開発でゴール

だと言い切るのは適切ではなかったと言わざるを得

ない。この後に JIS 配列キーボード（カナ入力）が

使いにくいという評価が下され，新たな配列や使い

方が次々と開発されたことからも明らかである。そ

して，“アレルギー”の存在が日本での後のワープロ

開発ならびにユーザーの利用に与えた影響は少なく

なかったであろう。シャープの寺川和伸氏21）は1989

年の時点で「日本人のキーボード・アレルギーがこ

んなに早く解消するとは思わなかった」と述懐した

というが（田中良太，1991：42），1980年代の10年間

で解決したのはユーザーのキーボードに対する圧倒

的な嫌悪感が取り除かれたことであり，多くの人が

“気軽に”叩ける環境となったことではなかったはず

だ。Gottlieb（1998）が言及していた“キーボードア

レルギー”からの脱却の可能性も，販売台数急増期

の日本語ワープロではいわゆる JIS ／ QWERTY 配

列ばかりではなく，五十音配列など日本語に特化し

たものが一大勢力を持っていたため，脱却の文脈が

異なったかも知れない。

　最後に，本稿のメディア研究分野への貢献も付け

加えておきたい。それは，米国で形成された＜社会

的基盤＞が，新井（1995）の指摘する「用いる＝使

いこなす」という発想につながったことである。田

辺（2018）の指摘も同様で，メディア研究の分野に

おいてマクルーハンやキットラーらが発信していた

タイプライターに関する言及は，日本で読まれた際

に解釈が異なっていた可能性がある。キーボードに

対する社会的な文脈が，欧米と日本では異なってい

たからである。

　本稿で確認した1980年代初め頃の状況が，冒頭で

述べた2020年代現在の日本の若者を中心としたキー

ボード操作の苦手意識にどうつながっていくのかは，

この後に続く歴史，および日本で形成された入力文

化にも因るため，別稿にて取り上げたい。ただ，�“キ

ーボードの操作はなんとかなる”という，当初の東

芝の強気の姿勢が，後の入力インターフェースにつ

ながったことは間違いない。2020年代現在でも，PC

で は キ ー ボ ー ド と か な 漢 字 変 換 と い う 1 号 機

（JW-10）に搭載されていた仕組みが標準的に使われ

ている。ただし，入力方式として東芝が当初採用し

たカナ入力は現状ほとんど使われておらず，同じ形

状のキーボードでの英字を利用したローマ字入力が

優勢である。この変化も含め，後にメーカーからリ

リースされた日本語ワープロの機械や技術に対して

ユーザーがどう対峙してきたのかの歴史を見て確認

していく必要がある。それを通じて，日本独自の入

力文化が築かれた中で現在の使われ方へ至った経緯

を確認できるであろう。

注
1 ）� � たとえば2017年度に立命館大学 9 学部の学生約

1,000人に質問したところ，ほとんどキーボードを
見ずに入力できる者は15% 台にとどまっていた

（長澤，2019：60）。
2 ）� � 米国の学生は85% を超えるという。（神戸大学

広報室「「熟練タイピストはキーボードの配列を記
憶していない」嶋田海事科学研究科教授の共同研
究，米国のネットで大人気」https://www.kobe-u.
ac.jp/NEWS/research/t2014_02_21_01.html�参照
日：2023.5.27）

3 ）� � 富士通のワープロに搭載されていたものである。
4 ）� � ローマ字入力搭載機種は，翌1980年12月にキヤ

ノンから発売された機種が最初であった。
5 ）� � 第二次世界大戦後は和文タイプライターと称さ

れるようになる。
6 ）� � 1930年当時のハイスクール進学率は約30%，

1940年当時では50% 程度であった（Snyder,�1993：
55）。

7 ）� � 1930年当時のタイピスト＋タイプを学ぶ生徒�
約128万人÷� 全米人口� 約 1 億2,300万人より，約
1 % となる。

8 ）� � 山田尚勇（2014）によれば，加茂は英語のタッ
チタイプ法の自習用教科書を日本で書いた最初の

タイプライター時代におけるキーボード利用の日米比較（長澤直子）



96

人である（山田，2014：33）。
9 ）� � 英語の場合は 1 語＝ 5 打鍵で計算されるため，

1 分あたり150～175打鍵，秒速2.5～ 3 打鍵を示す。
10）� � 社名は，GREGG 式速記法の発明者である John�

Robert�Greggに由来する。後にMcGraw-Hill�Book�
Company の GREGG�Division となった。

11）� � こ の テ キ ス ト の 序 文 で も “Each� lesson� is�
planned�for�a�period�of�40�or�more�minutes-full�
minutes”�との表現があり，学校での40分以上の授
業が意識されていると考えられる。

12）� � 森田は NEC において，現役を退いてから日本
語ワープロの M 式キーボードを開発したエンジ
ニアである。ゆえに，この経験談は1950～60年代
の話であると推測される。

13）� � 米国での1950年代の大学進学率は，1950年度で
14.3%，1959年度で23.8% であった。

14）� � シングルスペースが 1 インチあたり 6 行の間隔
で，ダブルスペースはその 1 行おきの間隔となる。

15）� � この年代は，米国のハイスクールでマス教育が
実施され始めた時期とまさに一致する。

16）� � 売上伝票・控え・請求書などの書類を，カーボ
ン紙を挟んでタイプライターで一度に打つこと。

17）� � 1986年に新 JIS 配列が制定されたため，それと
区別するためにここでは（旧）と表記されている。

18）� � 国勢調査は 5 年に 1 度であり，毎年の数字に重
ねることができないため，このグラフからは外し
ている。

19）� � 英文タイプが打てるならカナタイプが打てるわ
けではない。同じキーボードではあるが，キーを
叩くという行為は同一であっても，認識する文字
種が違えば文字を見ても手や指が反応しないから
である。同じく，和文タイプライターが打てるか
らと言ってキーボードが打てるかと言えば，それ
も否である。そもそも和文タイプライターはキー
ボードを擁していないことから，キーを叩くとい
う行為自体がないためである。

20）� � 英語は 1 語＝ 5 打鍵のため，秒速約5.7打鍵とな
る。

21）� � シャープの産業機械事業本部システム機器事業
部長として，ワープロの商品化を担当した人物で
ある（田中良太，1991：42）。
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A Comparison of Japanese and U.S. Keyboard Use 
during the Typewriter Era:

Why the “Keyboard Allergy” Discourse Concerning 
Japanese Word Processors Developed

NAGASAWA Naokoⅰ

Abstract : This paper examines the history of how keyboards were used and perceived in Japan and the 

U.S. during the typewriter era, before the introduction of Japanese word processors, and compares the 

differences to see how the discourse of “keyboard allergy” developed in Japan in the 1980s. In the U.S., 

typewriter touch typing skills had been taught in schools since the 1900s, and the number of trained 

people had expanded year by year. The typewriter was used as a writing device by both men and women 

and was widely integrated into society. Therefore, the transition from typewriters to word processors 

went smoothly. In Japan, on the other hand, the typewriter did not exist as a writing machine, and its 

target users were limited to aspiring typists, the overwhelming majority of whom were women. The 

transition to word processing was also made difficult due to the number of users of kana typewriters, 

which were directly connected to the input device of the first Japanese word processor (Toshiba JW-10), 

being extremely small. In Japan, the word processor did not have the technical foundation to be used 

“casually” by many people, and as it was far from being widely integrated into society, this situation is 

thought to have influenced the development and use of word processors in later years.

Keywords :  “Keyboard Allergy” Discourse, Typewriter, Japanese Word Processor, Social Penetration of 

Keyboarding Skills
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